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宿
毛
（
す
く
も
）
湾
に
画
し
た
高
知
県
宿
毛
市
で

自
衛
隊
の
誘
致
、
軍
港
化
が
狙
わ
れ
て
い
ま
す
。
日

本
共
産
党
の
高
知
県
議
団
は
3
日
、
宿
毛
市
、
隣
町

の
大
月
町
な
ど
を
視
察
し
ま
し
た
。
沖
本
年
男
市
長

ら
と
懇
談
し
、
地
元
の
漁
師
か
ら
話
を
聞
き
ま
し
た
。

宿
毛
市
議
会
は
2
0
1

3
年
3
、
月
、
海
上
自
衛
隊

潜
水
艦
部
隊
の
誘
致
を
決

議
。
今
年
2
月
に
は
市
長

や
議
長
、
宿
毛
商
工
会
頭

が
連
名
の
要
望
書
を
防
衛

省
に
提
出
し
ま
し
た
。
こ

の
要
望
書
に
は
「
宿
毛
地

域
は
物
資
の
集
積
、
装
備

品
の
設
備
、
海
上
・
航
空

・
地
上
の
輸
送
や
後
送
、

部
隊
編
成
・
訓
練
な
ど
を

行
う
近
傍
作
戦
根
拠
地
に

最
適
」
と
ま
で
言
及
し
て

い
ま
す
。

こ
の
日
の
懇
談
で
、
吉

良
嘗
彦
県
議
は
「
議
会
決

議
よ
り
大
幅
に
自
衛
隊
の

宿
毛
潜
の
活
用
を
求
め
て

い
る
」
と
指
摘
す
る
と
、

沖
本
市
長
は
「
要
望
書

は
、
3
月
議
会
の
決
議
と

変
わ
ら
ず
、
宿
毛
市
の
発

展
の
た
め
に
自
衛
隊
の
寄

港
を
増
や
し
て
ほ
し
い
」

と
説
明
。
自
身
の
考
え
と

し
て
、
「
大
災
害
な
ど
の

緊
急
時
に
市
民
を
守
る
た

め
、
自
衛
隊
の
駐
留
や
宿

毛
港
を
役
立
て
て
ほ
し

い
。
L
C
A
C
（
エ
ア
・

ク
ッ
シ
ョ
ン
型
揚
陸
艦
）

も
災
害
時
は
有
効
だ
」
と

語
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
米
田
稔

県
議
は
「
自
衛
隊
の
寄
港

が
増
え
、
災
害
時
の
た
め

に
自
衛
隊
が
駐
留
し
、
訓

練
す
る
。
実
質
的
に
は
基

地
化
で
は
な
い
か
」
と
た

だ
し
ま
し
た
。
宿
毛
湾
非

宿
毛
湾
の
軍
港
化
ノ
」

党
高
知
県
議
団
宿
毛
市
・
大
月
町
視
察

軍
事
ネ
ッ
ト
の
山
下
正
寿

世
話
人
は
「
漁
民
を
集

め
、
説
明
し
声
を
聞
く
べ

き
で
は
な
い
か
」
と
問
う

と
、
沖
本
市
長
は
「
単
な

る
自
衛
隊
の
寄
港
で
あ

り
、
説
明
を
す
る
必
要
は

な
い
」
と
答
え
ま
し
た
。

宿
毛
湾
で
は
県
内
で
唯

一
、
巻
き
網
漁
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
1
船
2
0
人
の

漁
師
が
必
要
で
、
宿
毛
湾

で
は
9
船
、
1
8
0
人
の

雇
用
を
生
ん
で
い
ま
す
。

あ
る
漁
師
は
県
議
団

に
、
「
事
故
の
危
険
性
が

増
え
る
」
「
漁
師
に
は
い

い
こ
と
は
ひ
と
つ
も
な

い
」
「
説
明
が
な
い
の
は

あ
ん
ま
り
だ
」
と
訴
え
ま

した。一
方
、
尾
崎
正
直
知
事

は
1
4
年
の
予
算
要
望
で

「
県
内
の
港
は
商
業
港
。

盲
衛
隊
の
専
用
港
の
意
思

は
な
い
」
と
表
明
し
て
い

ま
す
。
県
の
漁
業
指
導

所
、
－
宿
毛
市
と
大
月
町
の

産
業
振
興
課
、
高
知
大
学

な
ど
が
共
同
し
て
、
海
を

悪
名
を
薄
手

い
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
が

研
究
さ
れ
て
い
ま
す
。

県
諌
団
の
塚
地
佐
智
団

長
は
「
豊
富
な
資
源
の
あ

る
宿
毛
の
海
や
そ
こ
で
働

く
漁
師
を
守
る
こ
と
が
、

市
民
の
安
全
や
ま
ち
の
発

展
に
つ
な
が
る
。
宿
毛
湾

の
軍
港
化
へ
の
道
は
断
じ

て
許
す
こ
と
が
で
き
な

い
」
と
訴
え
ま
し
た
。


